
1

建設産業の担い手確保・育成に向けた取組

１．建設産業人材確保・育成推進協議会
２．建設産業女性定着促進事業
３．登録基幹技能者制度推進協議会

（一財）建設業振興基金
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１．建設産業人材確保・育成推進協議会
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広報分科会（旧：建設産業戦略的広報推進協議会）

建設産業人材確保・育成推進協議会 運営委員会

平成5年8月、若年者の入職促進と併せて、人材対策全般についての活動を行う建設産業人材確保・育成推進協議会（以下「人材協」という）を設立。
事務局は(一財)建設業振興基金に設置し、事務の運営は(一財)建設業振興基金と国土交通省不動産・建設経済局建設市場整備課が共同で行う。
○元請団体、専門工事業団体
○中央職業能力開発協会、勤労者退職金共済機構、建設業労働災害防止協会、建設業福祉共済団
○各都道府県若年建設従事者入職促進協議会又はこれに相当する機能を有する団体 等 により構成

建設産業人材確保・育成推進協議会の設立及び体制

企画分科会

組織図

各都道府県建設産業人材確保・育成推進協議会等

（一社）日本建設業連合会

（一社）全国建設業協会

（一社）全国中小建設業協会

（一社）日本建設業経営協会

（一社）日本道路建設業協会

（一社）日本埋立浚渫協会

全国建設業協同組合連合会

（一社）全国建設産業団体連合会

（一社）日本海上起重技術協会

全国浚渫業協会

全国ポンプ・圧送船協会

日本港湾空港建設協会連合会

（一社）日本型枠工事業協会

（一社）日本造園組合連合会

全国圧接業協同組合連合会

（一社）建設産業専門団体連合会

（一社）日本建設躯体工事業団体連合会

（一社）日本造園建設業協会

（一社）鉄骨建設業協会

（一社）日本鳶工業連合会

（公社）全国鉄筋工事業協会

（一社）日本機械土工協会

（一社）全国基礎工事業団体連合会

（一社）日本基礎建設協会

（一社）全国コンクリート圧送事業団体連合会

（一社）全国クレーン建設業協会

ダイヤモンド工事業協同組合

（一社）日本アンカー協会

（一社）全国防水工事業協会

日本建設インテリア事業協同組合連合会

（一社）全国建設室内工事業協会

（一社）全国タイル業協会

（一社）日本建築板金協会

（一社）日本左官業組合連合会

（一社）全国道路標識・標示業協会

（一社）全日本瓦工事業連盟

（一社）全国中小建築工事業団体連合会

（一社）日本タイル煉瓦工事工業会

（一社）建築開口部協会

（一社）日本塗装工業会

全国マスチック事業協同組合連合会

日本外壁仕上業協同組合連合会

（一社）日本ウレタン断熱協会

日本室内装飾事業協同組合連合会

（一社）日本シヤッター・ドア協会

（一社）全国地質調査業協会連合会

（一社）建設コンサルタンツ協会

（一社）全国測量設計業協会連合会

（一社）日本建設機械レンタル協会

（一社）日本計装工業会

（一社）消防施設工事協会

（一社）日本電設工業協会

（一社）日本空調衛生工事業協会

全国管工事業協同組合連合会

（一社）プレストレスト・コンクリート建設業協会

（一社）プレストレスト・コンクリート工事業協会

（公社）全国解体工事業団体連合会

日本金属工事業協同組合

全国建設弘済協議会

（職）全国建設産業教育訓練協会 等

１．建設産業人材確保・育成推進協議会
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こども霞が関見
学デー

人材協による戦略的広報展開

小学校
640万人、２万校

中学校
325万人、１万校

建
設
業
を
知
っ
て
も
ら
う

仕
事
と
し
て
魅
力
発
信

入
職
・
定
着
の
た
め
の
情
報
提
供

対 象テーマ

広報ツール（体験,研修,会議,パンフ配布,WEB,SNS）

大学･専門学校
360万人

建設業若年就業者

ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ

パンフレット

作文コンクール
高校生920 社会人434
の応募
➡25作品を 表彰･掲載

学校キャラバン

建設産業若者会議
U25からの提言

高校320万人、4900校

ポスター

4

ポータルサイト

通常版
＆

全プレ

X（旧：Twitter)
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○小中学生や小さな子供にも建設業について知ってもらうために、

イラストを中心としたパンフレット。

○土木のしごと、建築のしごと、それを担う人たち、そして建設業

は地域をまもる仕事でもあることを紹介。

○主に小中学校向けに開催される出前講座や現場見学会、親子

連れが集まる体験イベントなどで活用されている。

１．(１) 「ニッポンをつくる人たちまもる人たち」の作成・配布

年度 配付部数

２０２２年度（3月末時点） 約 1,760 部
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○建設産業についてわかりやすく解説した冊子
・建設産業が果たしている役割
・道路ができるまで、建物ができるまでをイラストで紹介
・土木や建築をはじめとする建設産業の様々な仕事を紹介

○主に工業高校生以上の学生や建設企業の新入社員研修などで広く活用されている

１．(２)「建設産業ガイドブック」の作成・配布

年度 配付部数

２０２１年度（３月末時点） 約 30,395 部

２０２２年度（３月末時点） 約 54,730 部

4年ぶりの改訂
→注文数増加
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１． （３）工業高校生等へ「建設産業ガイドブック」の配布

○建設業のプレ入職である工業高校生等を対象としたガイドブックの全員プレゼントキャン
ペーンを令和２年度から実施。

○就職を考える時期と想定される全国の工業高校等に通う２年生を対象。

参考：建設産業ガイドブック表紙の作者
◆gemi（げみ）
1989年兵庫県三田市出身のイラストレーター。
京都造形芸術大学美術工芸学科日本画コース卒業

（主な作品）

代々木ゼミナール
2020年春の広告

東京書籍
2021年度「新しい国語」

中学校の教科書

年度 配付部数

２０２３年度 約 18,400 部
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R５ R４ R３ R２

社会人 434 348 397 395

高校生 920 857 1,551 1,327

合 計 1,354 1,205 1,948 1,722

◆応募数
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「高校生の作文コンクール」入賞作品

「私たちの主張」入賞作品

◆令和５年度作文コンクールの入賞作

２．「作文コンクール」の実施

〇令和５年度実績

【募集期間】 令和５年５月８日～６月３０日

○社会人の作文コンクール「私たちの主張」テーマ
「未来に繋げる建設産業のちから・技」を応募テーマに、建設業の仕事に従

事している方から作文を募集。

○「高校生の作文コンクール」テーマ
「ものづくりの魅力」を応募テーマに、
全国の工業高校の建築学科、土木学科等の学生から作文を募集。

◆令和５年度の入賞作品発表
１１月２１日 国土交通省にて大臣賞授与式を開催。その他受賞者の表彰式については、大臣賞授賞式後に各地方整備局にて順次開催

賞名 県名 タイトル 氏名 会社名

国土交通
大臣賞

宮城 ICTを転がせ 熊谷宗浩 （株）小野良組

宮城 私が見た建設業の力・技術 千葉君杜 （株）橋本店

不動産・建
設経済局
長賞

宮城 言葉のちから 津場一誠 （株）橋本店

福島 過去から今に、今から未来へ 菊地百香 会津土建（株）

山梨 後輩の目・先輩の背 池谷実莉 （株）中村建設

長野 子供達から学ぶ建設業の姿 鮎貝悟 北陽建設（株）

賞名 県名 タイトル 氏名 学
年

学校名

国土交通
大臣賞

山形 見えないHERO 髙橋龍之介 ２ 山形県立
山形工業高等学校

不動産・
建設経済
局長賞

福島 アンテナを広げて 佐久間優人 ３ 福島県立
福島工業高等学校

愛知 私達の日常を支える
建設業

下方陽平 ３ 愛知県立
愛知総合工科高等学校

長崎 我が家は古民家 辻田陽彩 ３ 長崎県立
長崎工業高等学校

長崎 建築の使命と協力して
ものをつくる達成感

松本瑞希 ３ 長崎県立
佐世保工業高等学校



9

【国土交通大臣賞授与式】 令和５年１１月２１日（火）

9

国土交通省にて国土交通大臣賞表彰式が開催され、賞状及び記念品が授与された。

【各地方整備局による受賞者への賞状伝達】

※ 東北地方整備局で行われた賞状伝達式の模様（写真・新聞は令和4年度）

【参考】「作文コンクール」表彰式

各地方整備局にご協力をいただき、作文コンクール入賞者
へ賞状伝達を実施。
賞状伝達式は、地方整備局内または学校に出向いて行っ
ていただいている。



【開催日】令和５年８月２日～３日

【建設産業人材確保・育成推進協議会 屋内実施プログラム】
○職人さんになってみよう！

～大工さん、庭師職人さんってどんなお仕事？～
＜協力団体＞ 初日：（一社）日本造園組合連合会

２日目：全国建設労働組合総連合
・プログラム参加者数 ２日：約５０名 ３日：約８０名

３．こども霞が関見学デー
単位：人参考：こども霞が関見学デー来場者数の推移

年度 1位 2位 3位 4位 5位

令和
元年度

農水省 文科省 国交省 厚労省 経産省

7,973 6,169 5,334 4,160 3,528

平成
30年度

農水省 文科省 国交省 経産省
厚労省
環境省

7,246 5,994 4,780 4,000 3,600

平成
29年度

農水省 文科省 国交省 経産省
厚労省
環境省

7,222 6,104 3,836 3,220 3,150

平成
28年度

農水省 文科省 経産省 国交省
厚労省
環境省

6,664 4,928 4,346 3,558 2,725

平成
27年度

農水省 文科省 国交省 厚労省 環境省

4,787 4,638 3,225 2,884 2,284
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「こども霞が関見学デー」は、霞が関に所在する各府省庁等が連携
し、所管の業務説明や関連業務の展示等を行うことにより、夏休み
期間中に子供たちに広く社会を知ってもらうこと、政府の施策に対す
る理解を深めてもらうこと、活動参加を通じて親子の触れ合いを深め
てもらうことを目的とした取組。

【開催目的】

○建設機械のデモ ○関守石文鎮の作成

＜令和5年度開催時写真＞

○コースターの作成

【建設産業人材確保・育成推進協議会 屋外実施プログラム】
○建設現場ではたらく建設機械を体験してみよう

＜協力団体＞ コマツカスタマーサポート（株）
・プログラム参加者数 ２日：約１８０名 ３日：約１７０名



建設産業人材確保・育成推進協議会は、国土交通省と共同で、建設業界・外部有識者・行政が個々の
立場を超え一体となり、建設産業の魅力と若者の入職推進に資する情報の発信や、建設産業のイメージ
アップに資するモデル的な広報活動を進めています。

学校キャラバンは、平成26年度より建設業界・行政が一体となって小・中・高校を訪問し、生徒、保護者、
教員に対し建設産業の社会的な役割やものづくりの素晴らしさを直接語りかけ、交流することを目的とし
て開催しています。

４．国土交通省学校キャラバンの開催
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【開催概要（令和５年度）】

○開催校：新潟県立新発田南高等学校

○開催日時：令和５年８月３１日（木）１２：４５～１６：００

○対 象：土木工学科３年生 ４０名（男子３３名／女子７名）

○内 容
◆体験Ａ 『測量と施工の２役』杭ナビショベルの体験 （一般社団法人北陸建設アカデミー）
◆体験Ｂ 『職人が魅せる、日本の伝統技能』左官工 壁塗り体験 （一般社団法人北陸建設アカデミー）
◆体験Ｃ 『見えない地中を分析・診断』地質調査 サウンディング体験 （一般社団法人新潟県地質調査業協会）



12（令和5年9月1日までの）開催回数28回 参加者数合計2,667名

年度 学校名 学科 学年 参加者数 日付 協力団体等

平成
26年度

１．埼玉県立熊谷工業高等学校 建築科 2年生 35人 10/30（木） （株）大林組、（株）鈴木組

２．千葉県立東総工業高等学校 建設科 1年生 40名（女子3名） 11/17（月） （株）大林組、（株）鈴木組

３．埼玉県立熊谷工業高等学校 土木科 1年生 40人 12/11（火） 清水建設（株）、大綱建設（株）

４．埼玉県立大宮工業高等学校 建築科 1年生 77名 12/16（金） （株）大林組、（株）鈴木組

５．東京都立田無工業高等学校 都市工学科 1年生 38名、2年生 25名 12/19（金） （株）JM、（株）みやび、ICHIDAI、（株）大林組、（株）鈴木組

平成
27年度

１．さいたま市立新和小学校 － 6年生 27名 10/26（月） 関東地方整備局、（公社）土木学会

２．さいたま市立春里中学校 － 1年生 260名 10/31（土） 関東地方整備局、（公社）土木学会、（一社）埼玉県左官業協会、（株）アキュラホーム、大和ハウス工業（株）

３．埼玉県立春日部工業高等学校 建築科 2年生 75名 2/3（水） （株）JM

４．埼玉県立鳩山高等学校 普通科 情報管理科 2年生 53名、2年生 42名 2/18（木） －

平成
28年度

１．都立葛西工業高等学校 建築科 2年生 39名（女子3名） 4/27（水） （株）ＪＭ

２．さいたま市立大宮西中学校 － 1年生137名、2年生169名 8/31（水） （株）ＪＭ、大和ハウス工業（株）、（一社）埼玉県左官業協会、佐藤工業（株）、日本工業大学

３．千葉県立安房拓心高等学校 総合学科 土木系列 2年生 24名（女子2名） 11/30（水） 千葉県鉄筋業協同組合（（株）ダイニッセイ、（有）ハリマ）

４．さいたま市立大谷口小学校 － 6年生 94名 1/21（土） （株）アキュラホーム、（株）ＪＭ、大和ハウス工業（株）、国土交通省関東地方整備局、全国低層住宅労務安全協議会

５．神奈川県立磯子工業高等学校 建設科 建築コース 2年生 36名（女子2名） 3/8（水）
関東圏専門工事業担い手確保・育成推進協議会（夢協）、神奈川建設重機協同組合、
全国クレーン建設業協会 神奈川県支部

平成
29年度

１．都立南葛飾高等学校 普通科 6名 7/3（月） －

２．さいたま市立七里中学校 －
1年生 72名、2年生 78名
3年生 87名

8/31（木）
全国低層住宅安全労務協議会、埼玉県立いずみ高等学校、（株）JM、大和ハウス工業（株）、（一社）埼玉県建設業協会、
埼玉県立大宮工業高等学校

３．さいたま市立文蔵小学校 － 6年生 109名 12/15（金）
全国低層住宅労務安全協議会（じゅうたく小町部会）、埼玉県立大宮工業高等学校、（株）ＪＭ、大和ハウス工業（株）、
(一社)日本建設業連合会（けんせつ小町委員会、（株）竹中工務店）

４．神奈川県立磯子工業高等学校 建設科 建築コース 2年生 28名（女子5名） 3/19(月)
関東圏専門工事業担い手確保・育成推進協議会（夢協）、神奈川建設重機協同組合、
全国クレーン建設業協会 神奈川県支部

平成
30年度

１．埼玉県立大宮工業高等学校 建築科 1年生 80名 7/11(水) 戸田建設(株)

２．さいたま市立泰平中学校
－

1～3年生 47名 9/15（土） 全国低層住宅労務安全協議会（じゅうたく小町部会）、（一社）日本左官業組合連合会

３．千葉市立鶴沢小学校 － 5・6年生 163名 10/2(火)
(一社)日本建設業連合会（けんせつ小町委員会・大成建設（株））、(株)ＪＭ、
全国建設労働組合総連合 千葉土建一般労働組合

４．さいたま市立大宮西小学校 － 6年生 152名 12/14（金）
(一社)日本建設業連合会（けんせつ小町委員会・西武建設（株））、(株)ＪＭ、大和ハウス工業(株)、
全国低層住宅労務安全協議会（じゅうたく小町部会）

５．神奈川県立磯子工業高等学校 建設科 建築コース 2年生 35名（女子4名） 3/15(金)
関東圏専門工事業担い手確保・育成推進協議会（夢協）、神奈川建設重機協同組合、五栄土木（株）、
全国クレーン建設業協会 神奈川県支部

令和
元年度

１．千葉市立鶴沢小学校 － 5年生 84名 9/25(水) 国土交通省関東地方整備局、西尾レントオール、日本建設業連合会 竹中工務店

２．千葉市立大椎中学校 － 1年生 164名 11/27(水)
国土交通省関東地方整備局/アクティオ、全国低層住宅労務安全協議会じゅうたく小町部会
(一社)日本左官業組合連合会関東ﾌﾞﾛｯｸ会、大州建設工業（日本型枠）、全建総連

令和
3年度

１．福岡県立八幡高等学校 理数科・普通科 1年生 281名 11/2（火） 国土交通省九州地方整備局、芝浦工業大学、丸栄産業（株）、北九州塗装協同組合

令和
4年度

１．広島県立宮島工業高等学校 建築科 2年生 30名 12/8（木） 国土交通省中国地方整備局、建設産業専門団体中国地区連合会、日本建設機械施工協会（中国支部）

令和
5年度

１．新潟県立新発田南高等学校
土木工学科 ３年生 40名（女子７名） 8/31（木） 国土交通省北陸地方整備局、（一社）北陸建設アカデミー、（一社）新潟県地質調査業協会

【参考】「国土交通省学校キャラバン」の開催実績
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〇建築・土木などの専門学科を設置している建設系工業高校や土木系農業高校、
各都道府県・政令指定都市の教育委員会など若年者の進路選択に影響力の
ある教育関係者等に対して、建設産業の魅力や担い手確保に関する取り組み
を定期的に紹介する「人材協定期便」の発送をＲ３年度より実施。

〇配布時期
４月・１０月・１月（年間３回）

〇配布先
計１,１６０カ所に配布（令和５年１１月時点）
【内訳】

５．人材協定期便の発送

全国の建設系学科のある工業高校 ３７１校

全国の普通科進路多様校 ４１７校

全国の土木系学科のある農業高校 ６０校

全国の高等専門学校 ３６校

各都道府県の教育委員会（工業高校担当） ７０カ所

各都道府県の教育委員会（農業高校担当） ４６カ所

実務施工体験研修参加者（過去３年） ３７名

国土交通省 地方整備局 １０カ所

都道府県建設業協会 ４７カ所

人材協構成団体 ６６カ所



14

建設現場へＧＯ！ （https://genba-go.jp/）

建設業団体等が広報している若年入職促進等に資する
様々なコンテンツを集約したＪｏｂポータルサイト

人材協X（旧Twitter） （https://twitter.com/kikin_jinzaikyo）

人材協チャンネル（https://www.youtube.com/channel/UCM5_H7Htj4SwrvHf-7ifE1Q）

建設産業女性定着WEB
（https://www.kensetsu-kikin.jp/woman/）

建設業を身近に感じてもらうとともに、就職に向けた
手がかりとなる情報を発信、様々な職種紹介や

技術者・技能者のインタビューを掲載

建設産業女性定着支援ネットワーク登録団体の取組等、
建設産業の女性定着に関する情報を網羅的に掲載。

18歳のハローワーク（https://genba-go.jp/18hellow/）

人材協の活動や担い手確保・育成に関する情報を
よりタイムリーに発信するためにSNS展開を開始

６．戦略的広報の展開 ～WEBやSNSによる広報展開～
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建設産業人材協X（旧Twitter）

「建設産業人材協」

＠kikin_jinzaikyo

https://twitter.com/kikin_jinzaikyo

若年者を対象に担い手確保・育成に関する情報を発信。

業界紙記事（開設時）

建設工業新聞2面
令和2年8月18日（火）

建設産業新聞1面
令和2年8月18日（火）

建設通信新聞2面
令和2年8月18日（火）

６.（１）ＳＮＳを活用した情報発信 －X（旧Twitter）

○2020年6月～投稿開始！
（平日は毎日投稿）

〇令和４年度月間平均閲覧数：約7,500回

〇フォロワー数：639人
（2023年9月末時点）
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人材協チャンネルの開設

「人材協チャンネル」

https://www.youtube.com/channel/UC
M5_H7Htj4SwrvHf-7ifE1Q/videos

○人材協が持っている担い手確保・育成に関する
動画コンテンツを公開するため、独自チャンネル
を開設。

６.（２）ＳＮＳを活用した情報発信 －YouTube

○既存動画を見やすくコンパクトに再編集したものや、
今後、人材協に関連する動画を制作した際には、
人材協チャンネルで発信していく。

〇約2週1回のペースで更新

〇動画数：100本以上

〇登録数：1956人
（2023年10月末時点）



【参考】TwitterやYouTubeの主な実績等

①Twitter ②YouTube

人材協や関係団体の取組をタイムリーに発信！ 建設業に関する動画を定期的に配信！
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建設キャリアアップシステムをはじめとして、技能や経験に応じた処遇の改善や、キャリアパスに基づ
いた計画的な人材育成、これらを可能とするための環境整備など、「建設産業の担い手の確保・育成」
に向けて、顕著な功績を上げた企業等に対して表彰を行い、担い手の確保・育成に向けた取組みを推
進するため実施。※令和４年度より実施

＜応募概要（第２回）＞

７．「建設人材育成優良企業表彰」の実施

□応募内容：以下の８つの項目の中から取り組んでいる内容に基づき応募

□応募期間：第一次 令和５年３月３１日（金）～令和５年５月３１日（水）
第二次 令和５年６月 ９日（金）～令和５年６月３０日（金）

□応募対象：建設産業の担い手の確保及び育成に取り組んでいる企業（CCUSに事業者登録していること）等

18

①CCUSの活用 ②若年者入職促進
③適正な下請代金による請負契約締結促進 ④キャリアパスに基づいた人材育成
⑤処遇の改善 ⑥労働環境の改善、働き方改革
⑦女性定着促進 ⑧その他、担い手育成に貢献した取組み等（①～⑦以外のもの）

＜応募数（第２回）＞

合計：７４社（第１回：延べ２０６社）

＜受賞者数（第２回）＞

国土交通大臣賞 ４社

不動産・建設経済局長賞 ４社

優秀賞 １４社

※受賞者一覧（次頁）
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第２回建設人材育成優良企業表彰 受賞者一覧

７．「建設人材育成優良企業表彰」の実施

19



【国土交通大臣賞授与式（第２回）】 令和５年１１月７日（火）

20

国土交通省にて国土交通大臣賞表彰式が開催され、賞状及び記念品が授与された。

【各地方整備局による受賞者への賞状伝達】 ※第1回開催時の写真

※ 関東地方整備局で行われた賞状伝達式の模様

【参考】「建設人材育成優良企業表彰」表彰式

各地方整備局にご協力をいただき、建設人材育成優良企業表彰入賞者へ賞状伝達を実施。

※ 九州地方整備局で行われた賞状伝達式の模様

20



21 21

８．令和５年度 人材育成に関する新規の取組



22

2．建設産業女性定着促進事業



行動計画の概要

令和2年1月 「女性の定着促進にむけた建設産業行動計画」 策定

策定趣旨

・建設産業における女性の就業をさらに促進するためには、就業の継続が大きな課題であり、
本行動計画策定により、建設産業で働く全ての女性が「働きがい」と「働きやすさ」を両立した
就業継続を実現することを目的としている。

・「働きつづけられるための環境整備」に重点を置くことを端的に表現するため、これまでの
「女性活躍」ではなく「女性定着」という表現を使用。

策定団体

国土交通省および建設業5団体※1、建設産業女性活躍推進ネットワーク※2
※1 建設業5団体：（一社）日本建設業連合会、（一社）全国建設業協会、（一社）全国中小建設業協会、

（一社）建設産業専門団体連合会、（一社）全国建設産業団体連合会）
※2 現在の建設産業女性定着支援ネットワーク

内容

・「働きつづけられるための環境整備」を中心に３つの柱で構成
①働きつづけられるための環境整備を進める
②女性に選ばれる建設産業を目指す
③建設産業で働く女性を応援する取組を全国に根付かせる

数値目標

柱の趣旨を達成するための取組目標（～令和6年度）
・「女性の入職者数に対する離職者数の割合」を前年度比で減少させる
・「入職者に占める女性の割合」を前年度比で増加させる
・新計画の内容の認知度100%を目指す。
・都道府県単位で活動している団体の「建設産業女性定着支援ネットワーク」への加入を

すべての都道府県で目指す

現在、本計画に基づき、官民をあげて建設産業における
女性活躍・定着促進に向けた活動に取り組んでいる 23



参考：国土交通省 資料

24



全国各地に組織されている、女性活躍を推進する団体の相互交流や情報交換、連携等を促すこ
とにより、建設産業で働く女性の入職促進、定着を図ることを目的として、平成30年度に「建設産業
女性活躍推進ネットワーク」として、始動。

令和2年1月16日に策定された「女性の定着促進に向けた建設産業行動計画」の策定を受けて、
令和2年3月1日に「建設産業女性活躍推進ネットワーク」から現在の「建設産業女性定着支援ネット
ワーク」に改称しました。46団体が登録。（令和5年10月末現在）

※事務局：（一財）建設業振興基金

建設産業女性定着支援ネットワーク とは

https://www.kensetsu-kikin.jp/woman/

タイムリーな情報
を続々と発信

女性定着に関する
情報を網羅

全国各地の
取組を紹介

👇本ネットワーク登録団体の活動等を紹介するWEBサイト

25

・各登録団体の活動を集約
・情報の共有化
・好事例の水平展開
・相互交流の促進
・イベントの開催
（年一回程度、全国大会やWEBセミナー等）

👇本ネットワークの活動概要



○幹事長 須田久美子氏 （（一社）土木技術者女性の会 運営委員）

○副幹事長 酒井一江氏 （（一社）日本造園建設業協会 女性活躍推進部会長）

○副幹事長 籠田淳子氏 （けんちくけんせつ女学校校長）

2023年10月末現在

建設産業女性定着支援ネットワーク 構成

◆登録団体一覧

26

地方自治体や建設業団体、一般企業等、様々な運営主体の団体が登録

NO. 都道府県 団体名 運営主体

1 全　 国 （一社）日本建設業連合会　けんせつ小町委員会 団　体
2 全　 国 （一社）土木技術者女性の会 団　体
3 全　 国 建築設備六団体協議会　設備女子支援ネットワーク 団　体
4 全　 国 日本建築仕上学会　女性ネットワークの会 団　体
5 全　 国 （一社）日本造園建設業協会　女性活躍推進部会 団　体
6 全　 国 （一財）建設物価調査会　チームひまわり 団　体
7 全　 国 （一社）日本溶接協会　溶接女子会 団　体
8 全　 国 測量・地理空間情報　女性の技術力向上委員会「ソクジョの会」 団　体
9 全　 国 （公社）日本建築積算協会　積女ＡＳＳＡＬ委員会 団　体
10 全　 国 （公社）日本コンクリート工学会　コンクリート分野における女性活躍推進普及委員会 団　体
11 全　 国 けんせつ姫 企　業
12 全　 国 日機協女性部会「チームはにやま姫」　 団　体
13 全　国 全国女性造園技術者の会 団　体
14 全　国 建設ディレクターネットワーク 団　体
15 青森県 あおもり女性建設技術者ネットワーク会議 地方自治体
16 岩手県 （一社）岩手県建設産業団体連合会　岩手県建設業女性協議会　 団　体
17 宮城県 （一社）宮城県建設業協会　宮城建設女性の会２０１５ 団　体
18 秋田県 あきた建設女性ネットワーク　クローバー 地方自治体
19 福島県 （一社）福島県建設業協会　ふくしま建女会 団　体
20 茨城県 （一社）茨城県建設業協会　建女ひばり会 団　体
21 東京都 全国低層住宅労務安全協議会　じゅうたく小町部会 団　体
22 東京都 東京外環プロジェクト・女性技術者の会 地方整備局
23 神奈川県 “クレーンガールズかながわ”　TEAM つる姫 団　体
24 山梨県 山梨県建設業協会青年部　けんせつ小町甲斐 団　体
25 長野県 （一社）長野県建設業協会　女性部会 団　体
26 新潟県 にいがた土木女子会議 地方自治体
27 新潟県 （一社）新潟県建設業協会   女性部会 団　体
28 石川県 百万石小町『結』 団　体
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※数字は全国・都道府県別に分けた場合の団体加入数◆全国・都道府県別の加入状況 （全国団体加入数：15/各都道府県加入数：31）

◆NW登録団体数の推移（前年度比）

建設産業女性定着支援ネットワークの登録団体が各都道府県に必ず１つ以上をあることを目指し、普及・促進

平成30年度
（設立初年度）

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度
（10月末現在）

25 32（+7） 36（+4） 43（+7） 47（+4） 46（-1）

※（新規）は令和5年度に加入した団体

29 岐阜県 （一社）WOMAN EMPOWERMENT PLATFORM（WEP） 団　体
30 静岡県 SCG’ｓ（Shizuoka Construction engineer Girl’s) 地方自治体
31 京都府 一般社団法人女性技能者協会 団　体
32 大阪府 大阪市立大学工学部　都市会女性の会 企　業
33 大阪府 一般社団法人大阪建設業協会　なにわ建女の会 団　体
34 和歌山県 一般社団法人和歌山県建設業協会　わかやまけんせつ小町 団　体
35 鳥取県 とっとり建設☆女星ネットワーク 団　体
36 島根県 しまね建設産業イメージアップ女子会 地方自治体
37 山口県 やまぐち建設産業女性の活躍支援ネットワーク 地方自治体
38 徳島県 なでしこＢＣ連携 団　体
39 高知県 KDJ（高知土木女子） 団　体
40 福岡県 けんちくけんせつ女学校 団　体
41 福岡県 矢部川女性技術者の会 地方整備局
42 長崎県 ながさき建設女子ネットワーク　～よりより～ 地方自治体
43 熊本県 熊本県建設産業団体連合会　くまもと建麗会 団　体
44 大分県 BLOCKS FRIENDS 地方自治体
45 沖縄県 Teamけんせつ美ら小町 企　業

46（新規） 全　国 （公社）全国鉄筋工事業協会　女性活躍推進WG 団　体



28

３．登録基幹技能者制度推進協議会
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登録基幹技能者とは

● 登録基幹技能者は、熟達した作業能力、豊富な知識、現場を効率的にまとめるマネジメント能力を備え、
専門工事業団体の資格認定を受けた技能者を指す。

● 工事の品質、コスト、安全等への貢献とともに、技能労働者の目標像としての活躍が期待されている。
● 登録基幹技能者の活躍により、登録基幹技能者の確保・育成に努める優良な専門工事業者の受注機会の拡

大、さらにはそれを通じた建設業界の担い手の確保・育成に大きく寄与することが期待されている。

協議会事務局としての役割

● 43職種で認定されている登録基幹技能者が、一丸となって取り組むべき課題に対応するため「登録基幹
技能者制度推進協議会」が構成されている（事務局 (一財)建設業振興基金）
● 協議会としての具体的活動
広報用パンフレットの作成、発注者や元請団体に対する要望活動、講習で使用する全職種共通テキストの執筆・編集 等

３．登録基幹技能者制度推進協議会



30



31


